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概要   

情報検索システムを利用する際に用いられる代表的な検索方法には、シソーラスのような階層的構造を上  

から辿っていく方法と、体系化されていないキーワード（フリーターム）とその論理演算で検索する方法  

の2種類があるが、いずれの場合にも、漏れを生ずることなく適切な数にまで文献を絞り込む過程にかな  

りのノウハウを必要とするため、素人にはなかなか使いこなせない。  

本稿では、この絞り込みの過程でとらえられた文献セットをさまざまな観点から、概観するウインドウを  

提供することで、本当に欲しい文献セットへと導いていくナビゲーション機能を試作した。  

さらに、この機能が、単なる特定の情報をさぐるためのナビゲーションとしての役割ばかりでなく、文献  

DBの中に埋没している事実を発見する道具としても役立つことを紹介する。  
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Abstract   

Onuslnginfbrmationretrievalsystems，OneOftheproblemswhichtheusersfacewithisthattheyhave  
nowayofknowlngWhetherthesequenceoftheconditions，WhichtheusershaveglVentOthesystem，1S  

properornotbeforetheylookthrougheverydocumentofthefinalresults・  

Weproposedanavigationfunctionthatgivesinfbrmationoutliningoftheselecteddocumentsetevery  
afterinputingapleCeOfretrievalconditions・Theinformationoutlingalsohelpsyoutofindanewaspect  

oftheselecteddocumentset，SuChastherecenttopicsinaspecificre＄earCharea・  
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1．はじめに   

情報検索システムを利用する際に用いられる代表的な検索方法には、シソーラスのような階層的構造を上  

から辿っていく方法と、体系化されていないキーワード（フリーターム）とその論理演算で検索する方法  

の2種類があるが、いずれの場合にも、漏れを生ずることなく適切な数にまで文献を絞り込む過程に問題  

を含んでいる［1，2］。  

たとえば、シソーラスを辿る検索においては、そのシソーラス自体の構築方針や分類に対する考え方を理  

解していないと、確信を持って、階層を降りていくことができない。さらに、間違えた枝を辿っていたこ  

とが分かった時点で、どこまで戻るべきかの判断もつかず、シソー ラスの森の中で迷子になるケースも出  

てくる。学問体系が複雑になり、学際的研究も増えている科学技術文献の情報検索においては、ある程度  

学問体系を知っている専門家にとっても、シソーラス探索は難しくなっている。  

フリータームにより検索を行う場合に見られる典型的な検索手順は、キーワードを思いついた順番に（A  

NDの形で）次々に入力していき、個々の文献を斜め読みにできる位の文献数になるまで、その操作を繰  

り返す手順である。この場合、問題はより深刻で、正しい道筋で検索を行うには、適切なキーワードを早  

く思いつけるだけの経験や運に恵まれている必要がある。  

こうした問題が生ずる原因は、校り込みの過程で候補にあがってくる文献のセットが、果たして本当に自  

分の欲しいものを含んでいるのかどうかの確認をとる手段をシステムが提供していないところにある。こ  

れに対する解決策の一つとして、ランクつきの結果表示を利用する方法が考えられる。すなわち、検索条  

件を一つ追加するごとに、該当文献の数を表示するばかりでなく、その中で、今までの条件をもっともよ  

く満たしている上位何件かについて、表題も見ることができるようにする。この表題を眺めながら最適な  

表題が出てくるまで条件を追加し続けれぼ、絞り過ぎを防ぐことができる。  

ただし、この方法の問題点は、システムは、あくまでも、それまでにユーザが入力した一連のキーワード  

にもっとも近い文献を探して結果の上位に表示するだけなので、思いついたキーワードに適切なものがな  

いならぼ（欲しい文献セットを代表する必要最小限のキーワードが含まれていなければ）、いつまでたって  

も、該当する文献タイトルが表示されない 。また、思いついたキーワードが欲しい文献セットの一部のみ  

を示すような語であったときには、望ましいタイトルが表示されるが、すでに絞り過ぎていたことになり、  

しかも、ユーザはその事実に気づかないことになる。  

そこで、望ましい文献セットに早く、しかも的確に到達するためには、検索過程において、候補としてあ  

がってきた文献セットの一部を表示するだけでなく、全体を表示するような工夫が必要となる。  

2．情報の輪郭   

前節で述べたように、情報絞り込みの過程において、取り出された文献セットの全体像が常に見えている  

ことが、欲しい文献セットに早く辿り着く必須条件である。ここで、任意の文献セットが与えられたとき、  

その全体像（情報の輪郭）を表現することをInfbrmationOutliningと呼ぶことにする。当然のことなが  

ら、InfbrmationOutlineは個々のユーザ（のバックグラウンド、知識の探さなど）により異なるから、そ  

れを表す単一の表現手段は存在しない。そこで我々は、文献セットを種々の観点から分類した複数のウイ  

ンドウ（マルチビュー）を用意し、物事を多角的に浦える人間の認識能力に訴える形で情報の翰郭を捕え  

てもらうことを考えた。  

具体的に文献セットの観点を設定する際に利用できる文献の属性には、  

●文献の書誌情報およびその意味的分類  
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○キーワードの意味的分類   

の2種類がある。  

書誌情報からは、著者（著者毎に文献数を数える）、著者の国籍（国別の文献数が分かる）、所属機関（組  

織別）、発表／掲載年月（年別発表数）、分野（学際的研究テーマに関しては威力を発揮する）などの観点  

が取り出せる。また、キーワードからは、シソーラス上のカテゴリ（キーワードに対応してカテゴリがわ  

かれば、分類できる）、年代／地域／民族など（社会科学などの場合は対象テーマをこうした観点で分ける  

ことができよう）などの観点を用意することができる。  

検索の過程で絞り込まれていく文献セットを複数の観点から分類した結果（各観点において各々のカテゴ  

リに属する文献の数を表示したもの）を見ることで、ユーザは情報の輪郭を思い描ける。情報検索におい  

て、情報の輪郭を知ることの利点は、  

○検索条件の軌道修正ができる（たとえば、あるキーワードを追加すると、有名な研究機関の発表が0  

に近づくならば、そのキーワードは文献を絞り込み過ぎたかもしれない）。  

○ シソーラス上を順番に辿って行かなくても、最適な概念ノードが見つかる（シソーラス上に分布した  

文献の数を見て、適切な深さのサブ分野が見つかる）。  

○あらたな検索条件がわかる。（たとえば、多くの文献がUSAに集中しているならば、他の国の研究  

は見る必要がないかも知れない。あるいは年別の発表件数を見て、重要な進展のあった年が分かるか  

もしれない。）   

である。以上3点は、いずれも欲しい情報セットへ到達するためのナビゲーションの役割を果たしている。  

3．ナビゲーション機能の実現   

InfbrmationOutliningのためのナビゲーションウインドウには、該当文献数が表示される。この文献数は、  

検索条件が一つ追加されるたびに再計算される。ただし、検索の途中では該当する文献の数は多いままで  

あるため、ある観点に従って分類し文献数を計算する作業をリアルタイムに行うことは、現実的とはいえ  

ない。そこで、文献数を計算する代わりに推定することで、リアルタイムなナビゲーションを実現した［3］。  

その推定法の大筋は以下の通りである。   

・すべての検索条件Ⅹについて、そのⅩを含む文献数f（Ⅹ）をあらかじめ計算しておく。これは、文  

献DBの作成時に行うが、新着文献の登録時にも変更の必要がある。この変更は、ペア（Ⅹ，y）に  

ついても同様である。このf（Ⅹ）を記憶するのに要する大きさは、検索条件集合の大きさNに比例  

する。  

○異なる観点同士のすべての検索条件のペア（Ⅹ，y）について、Ⅹとyを同時に含む文献数f（Ⅹy）  

をあらかじめ計算しておく。これには、Nの自乗の領域が必要である。  

●m偶の観点から選んだ任意の検索条件の組合せⅩ1，Ⅹ2，…，Ⅹmについて、それらすべてを同  

時に含む文書数f（Ⅹ1Ⅹ2…Ⅹm）を、f（Ⅹi）およびf（Ⅹixj）（ただし、1≦i≦m，1≦  

j≦m，i≠j）を用いて推定する。   

検索時には、上記1，2項は計算しないこと、3項の計算は文書の数に依存しないことから、検索時にお  

ける再分類の計算はリアルタイムに行える。  
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4．「情報散策」におけるナビゲーションの効果   

従来の情報検索システムの目的は、ある明確な目的を持ったユーザに、いかに早く適切な情報を提供する  

か、という点にあったが、最近のdataminingの研究などに見られるような、新たな事実の発見という目  

的を情報検索システムに持たせることも、重要になりつつあると思われる。  

こうしたシステムの捕え方に基づいて、ナビゲーション機能の効果を実験した例を紹介する。以下の例は、  

日本経済新聞社が捷供している日経NEEDSの1年分（1992．12～1993．11）の新聞記事を対象にしている。  

4．1地域に関する観点の利用   

キーワード（フリーターム）を入力することで限定された新聞記事のセットに対して、地名に関するキー  

ワードを手がかりに県別の記事本数を表示する。  

［検索ステップ1】  

キーワード「殺人」を入力し、殺人に関する記事1，095件の地域分布を見る。地域別件数の計算は、記事  

中のキーワードに因っているから、地名と記事の関連は、殺人の行われた場所、犯人の捕まった場所、被  

害者の出身地、等々が考えられるが、地図上では区別されない。   

4．2期間に関する観点の利用   

期間（月または日）別に件数表示する。この観点の表示にあたっても、先に入力された検索条件「殺人」は  

有効であるから、グラフに示されるのは、月別または日別の殺人記事件数である。  

【検索ステップ2］  

ここで、地図のウインドウから山梨を選ぶ。これにより、検索条件は「山梨に関連した殺人」（山梨で起き  

た殺人事件、山梨県人が犯した殺人事件、山梨県人が殺された殺人事件、等々）ということになる。この  

条件のもとに、地図ウインドウと期間ウインドウの件数が再計算される。このとき、期間ウインドウの報  

道件数が、8月以前は0で、かつ、8月のみが以上に突起していることがわかる。このことから、8月に  

山梨に関連した大きな殺人事件があり、その関連記事が集中したという推測がなされる。  

4．3 関連キーワード   

記事中に引用されたキーワードの回数を数え、頻度順に表示するウインドウである。このウインドウによ  

り、多用されたキーワード「借金OL誘拐殺人」により、該当記事のタイトルを見なくても、検索された  

記事の多くが対象としている事件が分かる。  

さらに、期間に関する観点のグラフを日別でみると、事件の進展があるたびに記事の本数が増えるところ  

から、記事の拾い読みが可能になる。   

5．ぁわりに   

コンピュータシステムの発展の過程で、システムの動作の可視化の重要さが指摘されている。情報検索シ  

ステムにおいても、この可視化は重要なテーマであると考えられる。ここで提案したナビゲーションもそ  

うした発展の方向で試作した機能であるが、当初の、目的を持った検索の効率化という出発点から構築し  

たプロトタイプが、「情報散策」という新しい使い道のあることを示唆してくれた。今後、ネットワークの  

高度利用が進み、WWWのような、検索サービスに特別の専門家をおかないような情報ソースからの検索  

が頻繁に起こるようになると、情報散策のような検索形態はますます増えていくと思われる。  
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